
京都大学は第1期に引き続き、2022年度に第2期の異分野融合型研究開発推進支援事業に採択され、学内外の
優れた異分野融合型研究開発シーズの支援を行ってきました。今年度、第2期事業の区切りを迎えるにあたり、
第1期事業からの本学の6年間の支援の取り組みと異分野研究者の研究成果を広く発信するとともに、橋渡し研究
の今後の効果的な支援のあり方について考える機会として、この度、下記の通りシンポジウムを開催いたします。
＊本シンポジウムは、AMEDの課題番号JP24ym0126814の支援を受けて実施しているものです。
＊本シンポジウムの運営の一部は、京大オリジナル株式会社に委託しています。

AMED橋渡し研究プログラム
京都大学拠点

2024年11月13日水 14：00～16：00
Zoom Webinar　参加費無料　定員450名
https://business.form-mailer.jp/fms/2e9f3826257111

異分野融合型研究開発推進支援事業シンポジウム

■ 14:00- はじめに
 開会の挨拶 
 （京都大学医学部附属病院 先端医療研究開発機構（iACT） 機構長　波多野 悦朗）

■ 14:05- 第一部：拠点の取り組みの紹介
 京都大学拠点の取り組み
 （京都大学医学部附属病院 iACT 医療開発部 部長　永井 純正）

■ 14:20- 第二部：研究内容の紹介
 （座長： 京都大学医学部附属病院 iACT 医療開発部 部長　永井 純正）
  ▶ 「異分野との出会がもたらした“あったらいいな”の具現化
  　　　　　　　　―Mixed Realityを用いた超音波の見える化―」
  （関西医科大学 医学部 麻酔科学講座 教授　中本 達夫）
  ▶ 「顎骨再建のための多機能性骨被覆材の開発」
  （鹿児島大学 理工学研究科 工学専攻 教授　武井 孝行）
  ▶ 「副作用の（少）ない抗がん剤開発を目指して」
  （奈良先端科学技術大学院大学 研究推進機構 特任教授　加藤 順也）
  ▶ 「有機化学とナノ科学に基づく新規放射線増感剤によるがん治療」
  （京都大学大学院 人間・環境学研究科 教授　小松 直樹）

■ 16:00- おわりに
 閉会の挨拶
 （京都大学医学部附属病院 iACT 医療開発部 部長　永井 純正）

申込URL

2024年11月13日（水） ＊ 閉会まで申込OK申込期限

主　　催： 京都大学橋渡し拠点（京都大学医学部附属病院 先端医療研究開発機構（iACT））
協　　賛： 国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）
お問合せ： 京都大学医学部附属病院 先端医療研究開発機構（iACT）医療開発部　土田
 E-mail：dmd_iact@kuhp.kyoto-u.ac.jp
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